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こ
れ
ま
で
の
経
験
を

育
っ
て
き
た
伊
豆
に
還
元
し
た
い

ピ
ア
ニ
ス
ト　

海
瀬
京
子
さ
ん

伊豆の国市の魅力を市内外に発信するため、
今年 7月、伊豆の国市にゆかりのある著名人 3人を
〝いずのくに大使〟に任命させていただきました。
このコーナーでは、任命させていただいた大使を順次紹介します。

問 市役所政策戦略課　☎ 055-948-1415

第
２
回

―
皆
さ
ん
は
自
分
の
将
来
を

　

真
剣
に
考
え
た
の
は
い
つ
の
頃
で
す
か
—

ピ
ア
ニ
ス
ト
海
瀬
京
子
さ
ん
が
自
分
の

道
を
決
め
た
の
は
ピ
ア
ノ
に
触
れ
始

め
た
幼
少
の
頃
。
以
降
、
一
度
も
迷
う
こ
と

な
く
音
楽
家
へ
の
道
を
歩
み
続
け
ま
す
。

　

日
本
音
楽
界
の
最
高
峰
で
学
び
、
世
界
の

音
楽
を
経
験
し
て
き
た
彼
女
が
、
つ
い
に
伊

豆
の
国
市
に
完
全
帰
国
。「
故
郷
の
た
め
に
」

と
、
い
ず
の
く
に
大
使
の
依
頼
を
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「〝
大
使
〞
と
い
う
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、

自
分
の
身
の
丈
に
合
っ
て
い
な
い
よ
う
で
本

当
に
恐
縮
し
て
し
ま
い
ま
す
」
と
謙
遜
す
る

彼
女
。
し
か
し
、
目
線
の
先
に
は
既
に
こ
れ

か
ら
の
自
身
の
活
動
に
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
「
伊
豆
の
国
市
を
中
心
に
、
伊
豆
の
音
楽

文
化
を
も
っ
と
発
展
さ
せ
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
は
多
く
の
皆
さ
ん
に
音
楽
を
も
っ

と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」
と

話
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
屋
根
（
弦
の
上
部
を

覆
う
蓋
の
よ
う
な
も
の
）
や
突つ

き

上あ
げ

棒ぼ
う

を
取
り

外
し
て
弦
の
動
き
な
ど
を
見
て
も
ら
い
な
が

ら
弾
く
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
小
学

校
で
の
出
張
授
業
な
ど
、ピ
ア
ノ
＝
高
貴（
敷

居
が
高
い
）
な
イ
メ
ー
ジ
の
払
し
ょ
く
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
「
自
然
や
踊
り
な
ど
音
楽
と
は
違

う
性
質
の
も
の
と
の
共
演
や
、
静
寂
な
夜
の

反
射
炉
で
の
演
奏
な
ど
、
幅
広
い
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
、
音
楽
の
普
及
に

無
限
の
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
彼
女
。「
自

分
の
発
想
が
柔
軟
に
な
っ
た
の
も
世
界
の
音

楽
家
と
接
し
て
き
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
彼
ら
の
よ
う
に
、
ピ
ア
ノ
を
ひ
と
つ
の

ツ
ー
ル
（
手
段
）
と
し
て
、
も
っ
と
皆
さ
ん

と
身
近
に
接
す
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
微
笑
み
な
が
ら
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
育
っ
て
き
た
伊
豆

に
還
元
し
た
い
」
と
意
気
込
む
彼
女
。
伊
豆

に
い
な
が
ら
〝
本
物
〞
の
音
楽
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
私
た
ち
は
、
と
て
も
幸
運
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
東
京
」「
ド
イ
ツ
」
と
歩
ん

で
き
た
彼
女
の
〝
伊
豆
の
国
ス
テ
ー
ジ
〞
は
、

ま
だ
幕
が
上
が
っ
た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
の

活
躍
に
ま
す
ま
す
期
待
し
ま
す
。

東
京
音
楽
大
学
・
大
学
院
修
了
。
ド
イ
ツ
国
立
ベ
ル
リ
ン
芸

術
大
学
に
て
ド
イ
ツ
国
家
演
奏
家
資
格
取
得
。
第
74
回
日
本

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
ピ
ア
ノ
部
門
第
１
位
を
は
じ
め
、
国
内
外

コ
ン
ク
ー
ル
に
て
多
数
入
賞
し
て
い
る
。
今
年
春
に
ド
イ
ツ
・

ベ
ル
リ
ン
よ
り
完
全
帰
国
し
、
国
内
外
に
お
い
て
の
演
奏
活

動
と
共
に
後
進
へ
の
指
導
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

Xmas ティータイム
ピアノコンサート

～アフタヌーンティーの香りと
ピアノの調べ～

とき／ 12 月 23 日（水・祝）
　　 　14：00 開場　14：30 開演
ところ／三島プラザホテル
主催／海瀬京子後援会
※ チケットなど詳細は、直接お問い合わ
せください。

問 海瀬京子後援会　☎ 055-948-3655

問 市役所文化振興課　☎ 055-948-1428
問 アクシスかつらぎ　☎ 055-948-0225
問 韮山時代劇場　　　☎ 055-949-8600

問 韮山反射炉応援団事務局（市役所世界遺産課内）
☎ 055-948-1425

チケット／
【全席指定】
　一般 1,000 円
　高校生以下 500 円
　※未就学児は入場不可

とき／ 12 月 12 日（土）
　開場 13：30　開演 14：00
ところ／アクシスかつらぎ
　　　　大ホール

とき／ 12 月 13 日（日）
　開場 17：00　開演 17：30
ところ／アクシスかつらぎ
　　　　大ホール
チケット／【全席指定】
　S席（1階）5,000 円　A席（2階）4,500 円
※未就学児は入場不可
販売所／▶アクシスかつらぎ　▶韮山時代劇場
▶ローソンチケット（Lコード：41672）
▶チケットぴあ（Pコード：272-777）
※ セブンイレブン、サークル K・サンクスでお求めに
なれます。

渡辺美里 日本全国ツアー
　　　　30th Revolution

伊豆の国クラシックコンサート

武蔵野音楽大学フレッシュアーティストたちによる

　マリンバ・打楽器アンサンブルと
魅惑の独奏＆独唱

チケット
好評販売中
ー共通ー

販売所／▶アクシスかつらぎ
　　　　▶韮山時代劇場

講座
番号

とき 定員 会場 内容 講師

１ 1月 9日（土）
12：45 ～ 17：30 30人

講義／あやめ会館

工場見学／
（株）木村鋳造所工場

※集合／
あやめ会館

【工場見学＆講義】※ 講座は2回目と同じ内容です。
講義／ 鋳造工場見学から見る反射炉のミステリー
工場見学（伊豆）／ 3Dプリンターによる鋳物造り

韮山反射炉
応援団理事
菅野利猛

（（株）木村鋳造所）２ 1月11日（月・祝）
12：45 ～ 17：30 30人

【工場見学＆講義】※ 講座は1回目と同じ内容です。
講義／ 鋳造工場見学から見る反射炉のミステリー
工場見学（本社）／大物鋳物の製造や加工など

３ 1月 22 日（金）
19：00 ～ 20：30 40人

あやめ会館 【講義】※  3・4回目は同じ内容です。
江川家が反射炉を造った過程と反射炉作成の理由

韮山反射炉
応援団理事
橋本敬之

（伊豆学研究会代
表）

４ 1 月 23 日（土）
10：00 ～ 11：30 40人

韮山反射炉講座 開催のお知らせ
連続講座

世界遺産に登録された韮山反射炉の価値を、再度学習して関心を深めてみませんか。

受講資格／中学生以上
　　　　　 ただし、1 回目・2 回目は保護者同伴

であれば中学生以下の参加も可
受講料／無料　
　　　　 ただし 3回目・4回目は資料代（冊子「韮

山反射炉代官江川英龍のしごと」）300 円
が必要です。既に持っている人は持参す
れば新たに購入する必要はありません。

持ち物／・ 筆記用具
　　　　・韮山反射炉応援団は応援団会員証
申込方法／ 各講座先着順です。12 月 7 日（月）から

25日（金）までに電話で申し込みください。
その他／ 講座番号 1と２、３と４は同じ内容です。
　　　　どちらかをお選びください。


